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　トビイカ漁は、かつては盛んに行なわれてい
たが、高齢化のため今では重信忠純さん（大和
浜・79 歳）の第二若草丸のみが操業している。
方言名をバカイカといい、熱帯、亜熱帯に生息
する胴長 25㎝ほどのイカだ。図鑑によると敵
に襲われるとジェット噴射で海中から飛び出
し 20 ～ 30 ｍ程飛行するらしいのだが、重信
さん曰く「飛んだのはみたことがない」とのこ
と。そう簡単に飛ぶものではないようだ。

　漁期は 7 月から 10 月で、夕方 5 時頃に漁協
前の港から出漁し、8 マイルほど舟を走らせ夜
通し漁をする。早朝に港に戻り、その場でさば
き始める。「好きじゃないと続けられんよ」と
語るのもうなずける重労働だ。6 時過ぎになる
と、重信さんのイカを求めて次々に人がやって
くる。バカイカは豊年祭の料理にも欠かせない
食材で大和村の初秋の味だ。

空飛ぶイカ！？ トビイカ
大和村の旬の海鮮は…
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わがまちスポット
テントサイトやバンガローもあり、奄美
の自然の真っ只中でお手軽にキャンプ
が楽しめる。マテリヤの滝（第 1 種特
別地域）の散策や川遊びもお勧め。湯
湾岳の麓で普段の生活から離れリフレ
ッシュしてみては。誕生月やオフシー
ズン（11 月～ 3 月）は、利用料 2 割引。

奄美フォレストポリス TEL 0997 (58) 3166

　奄美フォレストポリス
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サ
ト
ウ
キ
ビ
産
業
の
繁
栄
を
祈
願

　

8
月
27
日
、
第
26
回
ひ
ら
と
み
祭
り
が

大
和
村
連
合
青
年
団
主
催
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
祭
り
に
先
立
ち
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽

培
の
祖
で
あ
る
直
す
な
お 

川か
わ
ち智
翁
を
祭
る
開ひ
ら
と
み饒
神

社
に
て
、
祭
り
の
安
全
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

豊
作
、
産
業
繁
栄
を
願
う
祈
願
祭
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

熱
戦
！ 

舟
漕
ぎ
競
争

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
舟
漕
ぎ
競

争
で
は
、
村
内
外
か
ら
69
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
白
熱
し
た
レ
ー

ス
を
展
開
し
ま
し
た
。
メ
ラ
ブ
の
部
は
、

入
来
水
産
チ
ー
ム
が
優
勝
を
果
た
し
、
エ

ン
ガ
の
部
で
は
、
奄
美
ま
つ
り
で
2
連
覇

を
果
た
し
た
国
直
集
落
の
チ
ー
ム
が
地
元

で
も
錦
を
飾
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

メ
ラ
ブ
の
部

　

優
勝　

入
来
水
産　
　
（
2
分
10
秒
95
）

　

2
位　

新
波
会 

す
ま
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
分
18
秒
29
）

　

3
位　

over shayness from
 

笠
利 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
分
23
秒
33
）

エ
ン
ガ
の
部

　

優
勝　

国
直
口
ば
っ
か
り
青
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
分
57
秒
05
）

　

2
位　

仲
勝　
　
　
　
（
1
分
58
秒
53
）

　

3
位　

潮
ど
き
丸　
　
（
2
分
00
秒
93
）

特集

大
盛
況
！ 

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

　

ス
テ
ー
ジ
の
部
は
、
元
気
あ
ふ
れ
る
保

育
所
生
が
お
神
輿
を
担
ぎ
な
が
ら
入
場
し

「
ひ
ら
と
み
祭
り
ス
テ
ー
ジ
始
ま
る
よ
！
」

と
の
か
け
声
で
開
幕
。
フ
ラ
ン
ダ
ン
ス
の

披
露
や
、
ち
び
っ
こ
大
盛
り
上
が
り
の
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
エ
グ
ゼ
イ
ド
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ

ョ
ー
、
抽
選
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
部
の
ト

リ
は
、ご
存
知
「
カ
サ
リ
ン
チ
ュ
」
が
登
場
。

お
二
人
の
歌
声
と
ビ
ー
ト
で
、
観
客
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
踊
り
出
す
ほ
ど
会
場
は

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。（
写
真
上
）

第
三
号
の
観
光
大
使
を
任
命

　

関
東
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
奄
美
島

唄
デ
ュ
オ
の
「
す
も
も
」
の
お
二
人
を
、

第
3
号
と
な
る
大
和
村
観
光
大
使
に
任
命

し
、
伊
集
院
村
長
が
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま

し
た
。
伊 

成
実
さ
ん
（
写
真
左
・
右
側
）

は
徳
之
島
出
身
の
24
歳
、
指
宿 

桃
子
さ
ん

（
同
・
左
側
）
は
奄
美
市
出
身
の
25
歳
。
島

唄
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
国
直
よ
ね
姉
節
」

な
ど
4
曲
を
披
露
し
、
会
場
を
魅
了
。
お

二
人
の
伸
び
や
か
な
歌
声
と
明
る
い
笑
顔

で
大
和
村
を
PR
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
か
ら
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
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シマの 題話

　

9
月
11
日
に
、
大
和
村
役
場
に
て
、
三
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
伊
集
院
幼
村
長

の
就
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選
に
お
い
て
無
投
票
で
当
選

し
た
伊
集
院
村
長
は
、
当
選
に
あ
た
り
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
三
期
目
就
任
に

向
け
て
想
い
を
語
り
ま
し
た
。「
無
投
票
当
選
と
い
う
こ
と
は
、
村
民
の
期
待
を
う

け
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
三
期
目
に
望
み
た

い
。」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
は
、
職
員
の
協
力
な
く
し
て
は
や
り
遂
げ
ら
れ

な
い
こ
と
だ
と
述
べ
、「
何
事
も
で
き
な
い
理
由
を
探
す
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
、
時
代
の
流
れ
を
読
ん
で
、
新
し
い
発
想
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
。
明
る
い
大
和
村
を
と
も
に
作
っ
て
い
こ
う
。」
と
職

員
に
激
励
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
二
期
8
年
に
わ
た
り
、
高
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
伊
集
院
村
長
の
こ
れ
か
ら
の
村
政
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

伊集院村長　３期目就任にさらなる期待！

　

8
月
2
日
、
3
日
に
大
和
村
教
育
委
員
会
主
催

の
大
和
っ
こ
ス
ク
ー
ル
が
行
な
わ
れ
、
大
和
村
内

の
小
学
3
年
生
か
ら
中
学
1
年
生
ま
で
の
８
名
が

参
加
し
ま
し
た
。今
回
の
大
和
っ
こ
ス
ク
ー
ル
は
、

野
外
宿
泊
体
験
を
す
る
も
の
で
、
大
和
港
思
勝
緑

地
広
場
で
テ
ン
ト
を
設
営
し
、
キ
ャ
ン
プ
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

昼
は
、
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
の
職
員

を
講
師
に
迎
え
、
ウ
ミ
ガ
メ
や
奄
美
の
自
然
に
つ

い
て
学
び
、
夜
は
国
直
集
落
の
サ
キ
ノ
ハ
マ
に
て

ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
の
観
察
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
産
卵
跡
を
発
見
し
た
り
、
カ
ニ
や
ヤ

ド
カ
リ
な
ど
の
生
き
物
を
観
察
し
、
奄
美
の
自
然

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

大和っこスクールでキャンプ体験
　

大
和
村
で
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
等
を
軽

減
す
る
狙
い
で
、
今
年
の
８
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
遠
隔
授
業
を
行
な
う
塾
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
教
師
エ
イ

ド
ネ
ッ
ト
が
行
い
、中
学
3
年
生
を
対
象
に
国
語
、

数
学
、
英
語
の
3
教
科
。
毎
日
、
午
後
6
時
か
ら

大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
12
名
の
生
徒

が
受
講
し
て
い
ま
す
。
授
業
料
は
村
が
負
担
し
、

教
材
費
を
保
護
者
が
負
担
し
ま
す
。
受
講
す
る
森

岡
敬
司
さ
ん
（
大
和
中
3
年
）
は
、「
詳
し
く
教

え
て
く
れ
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
」
と
感
想
を
述

べ
、
保
護
者
か
ら
は
「
子
ど
も
が
進
ん
で
や
っ
て

い
る
の
で
良
か
っ
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　防災センターでインターネット塾開講

シマの 題話

　

第
5
回
大
和
村
子
ど
も
議
会
が
8
月
22
日
に
開

催
さ
れ
、
村
内
の
小
学
5
、
6
年
生
8
名
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
、
校
庭
の
整
備
の
要
望
や
、
通
学
路

の
交
通
安
全
の
注
意
喚
起
の
要
望
な
ど
、
学
校
生

活
に
関
わ
る
も
の
の
ほ
か
、
ノ
ラ
ネ
コ
問
題
や
海

岸
清
掃
、
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
の
要
望
な
ど
、
自
然

保
護
や
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
観
光
客
増
加

等
を
見
据
え
た
質
問
が
多
く
聞
か
れ
、
関
心
の

高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
議
長
を
務
め
た
屋
井
姫ひ

な
た詩

さ
ん
（
大
和
小
6
年
）
は
、「
と
て
も
緊
張
し
た
。

村
の
議
会
が
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

初
め
て
知
っ
た
。
い
つ
か
本
物
の
議
会
を
傍
聴
し

て
み
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

本物さながら 子ども議会開催

　

9
月
2
日
、
大
和
浜
、
思
勝
、
津
名
久
を
め
ぐ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ
コ
ツ
ア
ー
と
は
、
自
然
環
境
を
保
全
し
な
が
ら
、
自
然
を
体
験
、
学
習
し
、
地
域

に
対
し
て
利
益
の
還
元
や
貢
献
を
す
る
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
ツ
ア
ー
で
す
。
奄
美

群
島
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
初
期
段
階
育
成
事
業
の
村
内
在
住
の
受
講
生
ら
が
中
心
と

な
り
、
2
年
に
わ
た
る
研
修
の
最
終
課
題
と
し
て
ツ
ア
ー
の
企
画
実
施
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
自
然
と
共
存
し
て
き
た
大
和
村
の
人
々
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
る
と

い
う
も
の
で
、
昔
な
が
ら
の
間
取
り
と
高
倉
が
現
存
す
る
赤
井
さ
ん
宅
や
、
開
饒
神

社
、
津
名
久
の
ウ
ミ
ガ
メ
、
群
倉
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
受
講
生
の
後
藤
美
穂
子

さ
ん
に
よ
る
と
、「
参
加
者
か
ら
は
、『
大
和
村
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
て
満
足
』
な

ど
と
好
評
い
た
だ
い
た
。
普
段
の
生
活
様
式
や
身
の
回
り
の
自
然
も
、
観
光
資
源
と

し
て
の
魅
力
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
エ
コ
ツ
ア
ー
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

で
き
る
観
光
振
興
や
地
域
振
興
の
一
つ
だ
と
思
う
。
冬
の
あ
ま
み
シ
マ
博
覧
会
で
も

ツ
ア
ー
を
行
い
た
い
。」
と
の
こ
と
で
す
。

大和浜、思勝、津名久で集落歩きツアー開催

　

8
月
20
日
、
今
里
集
落
で
十
五
夜
豊
年
祭
お
よ

び
敬
老
会
が
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧

暦
8
月
15
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
十
五
夜
豊
年
祭

は
、
今
で
は
前
後
の
日
曜
に
引
き
寄
せ
て
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
が
進
む
今
里
集
落
で

は
、
帰
省
者
が
多
い
夏
休
み
期
間
中
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
恒
例
の
子
ど
も
相
撲
で
は
、
腕
を
取
り

土
俵
を
く
る
く
る
と
回
る
ダ
ン
ス
の
よ
う
な
取
り

組
み
に
、
会
場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
豊
年
祭
は
、集
落
ご
と
に
特
色
が
あ
り
、

シ
マ
（
集
落
）
独
自
の
文
化
が
花
開
き
、
現
代
ま

で
保
た
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
受
け
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

一足はやい豊年祭
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"Trick or treat"（トリック オア トリー
ト）と言ってくれた子には揚げたて
のカボチャドーナツをプレゼント！
この日限り、やまとや特製のケーキ
類を販売します。TAMASU による
淹れたてコーヒーの販売あり。
※仮装大歓迎！
※マイカップ、マイ皿、マイフォー
ク大歓迎
※ドーナツ配布は中学生以下

　私は、主な業務として大和まほろば館の活性、大和まほろば館取
扱商品を中心に村外・島外への販路拡大と商品 PR を担当しています。
　大和村の特産品はどれも手作りで品質にこだわった商品です。し
かし、大量生産できないことからこれまで島外への PR ができてい
ませんでした。そこで、「大和村の特産品カタログ」を作成しました！ 
このカタログは大和まほろば館にある主な村内生産商品が掲載され
た、加工産業面から見た大和村のパンフレットです。カタログ片手
に、小規模でも取引可能な相手先を見つけにあちこちで PR してま
いりますので、生産者の皆様は安心して良い商品を作って下さいね。

　「やまとや」という屋号で、お菓子作りが好きな仲間と、月 2 回
まほろば館にお菓子を卸しています。すももやタンカン、落花生な
どできるだけ村内で採れる農作物を利用し、クッキーやシフォンケ
ーキ、クラッカーなどお手軽なお菓子を中心に作ってきました。そ
んなやまとやの一周年とハロウィンを絡めて、10 月 29 日（日）に
イベントを行うことにしました。詳細は左記。仮装大歓迎！「やま
とやのお菓子の日」にぜひおいで下さいね。
　次に、「幼児にもっと運動させる機会を作りたい」というお母さ
んたちを中心に、「体育のやまとや」を開始しました。4 歳以上の
保育園児向けで、NPO 法人奄美スポーツアカデミーより上赤先生
におこしいただき、毎週火曜の夕方に大棚小学校体育館で運動神経
を高めるコーディネーショントレーニングを行なっています。
　自分が楽しいこと、あったらいいなと思うことは、他の人も欲し
ていることかもしれません。まず声をあげ、小さくても行動してみ
ることが大切だと感じます。住み良い村にしていきましょうね。

お菓子のやまとや、体育のやまとや

ひらとみ（開饒）とは…「ゆたかさを切り拓く」の意味

社名は、サトウキビ栽培の祖「直川智」を祀る開饒神社から命名

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami
第 8回

個人的に…津名久集落にゲストハウスを建設中♪
大和村を訪れる方と、集落の皆さんとの懸け橋になるような施設を目指しま
すので、こちらも応援よろしくお願いします。　
奄美大和ゲストハウス「そのうち」https://www.facebook.com/sonouchi810

第 2回は、地域おこし協力隊　

小泉理恵が合同会社ひらとみの

日々の業務をお伝えします！

ハロウィン×やまとや一周年記念イベント

やまとやのお菓子の日

開催日時：10 月 29 日（日）
　　　 　   13:00 ～ 16:00
開催場所： 大和まほろば館前

Vol. 14

　病気や身体の変化により、病院や薬局に通うことが難しくなった方が、ご自宅などで病気の治療を
受ける事を在宅医療といいます。医師や看護師による訪問診療や訪問看護と同じように、薬剤師によ
る在宅訪問の支援もあります。
　薬剤師が調剤した薬を持ってご自宅を訪問し、薬の服用や管理方法を説明し、薬が決められた通り
に飲まれているか確認します。お薬が飲めていない場合は、朝・昼・夕ごとに薬をまとめる一包化な
どの工夫を行ったり、飲み方や薬の形の提案を医師へ行ったりします。そして体調などをお伺いして
薬の効果が出ているか、予期せぬ事（副作用など）が起きていないかを確認します。また他のお薬や
健康食品等の飲み合わせの確認も行います。
　これらの事を医師、看護師、ケアマネージャーなど、他
職種の方々と連携して、患者さんのご自宅での療養を支援
していきます。

【後記】昨年７月に大和村大棚に「まほろば薬局」を開局し
ておかげさまで一年経ちました。今後ともお薬を通して皆
様の健康をサポートし、地域に根差した薬局にしたいと思
います。どうぞお気軽に、薬局にお立ち寄りご相談ください。
お待ちしています。

文／まほろば薬局 薬剤師 重野裕香

　奄美群島が国立公園に指定されてから半年がたちました。今回は、「なぜ奄美
が国立公園に指定されたのか」を改めて振り返ってみたいと思います。　

奄美群島はここがすごい！ 5つのポイント

ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん

第 3回

薬剤師による在宅訪問について

国内最大級！

亜熱帯性照葉樹林

固有種が多い

サンゴ礁の北限
多様な生態系

独自の伝統文化

奄美の島々は、大陸と離れた
りくっついたり、海に沈んだ
りしてできたため、ここにし
かいない動植物が多く生息・
生育しています。アマミノク
ロウサギやルリカケス、ワダ
ツミノキやウケユリなどは、

奄美だけの固有種です。
　今里の立神や各集落のカミ
ヤマ、集落内のカミミチやト
ネヤなど、自然と共生してき
た暮らしの中で培われた地域
の伝統文化は奄美独自のもの

です。亜熱帯照葉樹林やマングロ
ーブ、干潟、河川やサンゴ
礁などさまざまな環境があ
り、それぞれに多種多様な
生きものが生息・生育して

います。

奄美と同じ経度の世界の地域を見
ると、ほとんどが砂漠地帯です。

奄美群島のようにまとまった森林
があるのは珍しいことです。

ウケユリ

ワダツミノキ

世界のサンゴ礁の生育域の中
でも最も北に位置しています。新緑の森
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農業委員

～大和村農業委員会からお知らせ～
　農業委員会法の改正により、平成 29 年 7 月 20 日付けで新農業委員５名が村長から任命されました。
　また、新たに 8 月 1 日付けで農地利用最適化推進委員 2 名が農業委員会から委嘱されました。

農地の売買や賃借、農地以外に使用する場合には許可が必要です。

詳しくは農業委員会事務局までお問い合わせください。
TEL 0997-57-2153（大和村役場産業振興課内　農業委員会事務局）

担当地区：津名久・思勝担当地区：名音・志戸勘・今里

会長 会長職務代理

担当地区：戸円 担当地区：国直・湯湾釜 担当地区：大金久

担当地区：大棚～今里担当地区：国直～大和浜

農地利用最適化推進委員

許可なく住宅、車庫、駐車場、資材置き場、山林などにできません。

農地として他人に
売買・賃借

農地以外の目的で
自分で使用

許可

農地以外に使用する目的
で他人に売買・賃借

勝 三千也
57 歳・名音

藤村 秀久

53 歳・大棚

69 歳・国直
麓 富吉 江﨑 信吾

32 歳・国直
國副 ユキヨ

67 歳・名音

泉　富保
56 歳・大和浜 73 歳・大棚

松崎　勝彦

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
時
に
か
か
る
費

用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま

１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金
利
（
年

1
.
8
1
％
（
平
成
29
年
6
月
30
日
現
在
））
で
利
用
で

き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
し
て
い
た

だ
く
か
、
下
記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０
ー
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

０
３
（
5
3
2
1
）
8
6
5
6

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
登
記
、
年
金
、
道
路
、
社

会
福
祉
な
ど
行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
要
望
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
が
皆

様
の
相
談
相
手
と
し
て
、
役
場
の
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
の
仕

組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ

の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
申
し
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅
や
電
話
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
は
他

人
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時　

平
成
29
年
10
月
17
日
（
火
）　

9
時
～
12
時

■
場
所　

大
和
村
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

　

行
政
相
談
員　

三
田
文
麿

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
３
８
７

　

大
島
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象
と
し
て
、

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
す
る
制
度
で
す
の

で
、
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
開
催
日
時　

平
29
年
11
月
1
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
45
分	

□
開
催
場
所　

奄
美
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

第
２
会
議
室

（
奄
美
市
名
瀬
長
浜
５
１
７
）

□
備
考　

定
員
70
名
程
度

◎
会
場
の
座
席
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
参
加

の
際
は
10
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
下
記
の
窓
口
へ
電
話

に
て
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

□
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

大
島
税
務
署　

法
人
課
税
部
門

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
２
１
（
代
表
）

　

※
お
電
話
の
際
は
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿
っ
て
、

『
２
』
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
の
ご
案
内

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
の
根
絶
を
図
る

た
め
、
毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動

や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と

り
が
、「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た

ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な

い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
住
民
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

大
和
村
役
場
住
民
税
務
課　

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
２
７
（
直
通
）　

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す

　

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間
」
で
す
。
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
は
、
労
働
者
を
1
人
で

も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
パ
ー
ト
雇
用
や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用

で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
労
災
保
険
」
は
労
働
者
が

業
務
上
の
事
由
等
に
よ
る
負
傷
・
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
に
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
「
雇
用
保
険
」

は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
等
に
必
要
な
給
付
を
行
い

雇
用
の
安
定
を
図
る
も
の
で
す
。
労
働
者
が
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
労
働
保
険
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
加
入
手
続
き
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　

名
瀬
労
働
基
準
監
督
署  

0
9
9
7
（
５
２
）
０
5
7
4

　

名
瀬
公
共
職
業
安
定
所 

０
９
９
７
（
５
２
）
４
６
１
１

1
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。
労
働
保
険
。

島
内
専
門
学
校
通
学
補
助
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

村
内
に
定
住
し
、
島
内
の
専
門
学
校
に
通
学
す
る
学

生
の
養
育
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

通
学
に
か
か
る
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
条
件
、
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
教
育
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
対
象
者　

村
内
に
定
住
し
、
対
象
学
校
へ
通
学
す
る

者
を
養
育
す
る
者
、
ま
た
は
、
独
自
で
生
計
を
維
持
し

対
象
学
校
へ
通
学
す
る
者

□
対
象
学
校　

奄
美
看
護
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　

奄
美
情
報
処
理
専
門
学
校

□
申
込
期
限　

平
成
29
年
10
月
20
日

□
大
和
村
教
育
委
員
会

　

電
話　

０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
５
４
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　平成 29 年 10 月 1 日から、かごしま県民のための自転車の安全で適正な利用に関
する条例において、自転車損害賠償保険等への加入義務、保護者の中学生以下の生
徒等にヘルメットを着用させる義務、幼児用座席に幼児を乗車させる際の乗車用ヘ
ルメットを着用させる義務等が生じます。

中学生以下は自転車ヘルメット着用を！

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
田 

陽
一
郎 

様
（
思
勝
）

小
海 

も
も
子 

様
（
思
勝
）

畑
島 

航 

様
（
思
勝
）

保
浦 

莉
香 

様
（
古
仁
屋
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

村
上 

文ぶ
ん
た太 

さ
ん（
父 

京
助  

母 

汐
里
・
国
直
）

小
川 

ら
ん 

さ
ん
（
父 

信  

母 

結
実
・
大
棚
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

川
下 

昭
吾 

様
（
68
歳
・
国
直
）

川
畑 

ヨ
ナ 

様
（
90
歳
・
今
里
）

里
原 

博
美 

様
（
69
歳
・
大
棚
）

富
山 

千
枝
子 

様
（
87
歳
・
湯
湾
釜
）

武
井 

ウ
シ
コ 

様
（
95
歳
・
戸
円
）

馬
屋
原 

一 

様
（
67
歳
・
戸
円
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

仁
島 

降
一 

様
（
故 

仁
島
博
一
様
）

國
分 

ア
サ
子 

様
（
故 

武
下 

シ
ゲ
様
）

川
下 

忠
昭 

様
（
故 

川
下
昭
吾
様
）

川
畑 

富
善 

様
（
故 

川
畑
ヨ
ナ
様
）

中
田 

克
子 

様
（
故 

中
田
正
夫
様
）

里
原 

和
磨 

様
（
故 

里
原 

博
美
様
）

堀
口 

千
津
美 

様
（
故 

富
山
千
枝
子
様
）

表 紙 写 真 の 紹 介
「わっしょい、わっしょい」

と大きなかけ声でお神輿を
担ぐ名音保育所の子どもた
ち。ひらとみ祭りの一幕で
す。

夏の最後を彩るひらとみ祭
りも終わり、秋めいてきま
した。みなさん今年はどん
な夏をすごしましたか？

こせきの窓

人 口　1,513 人（ △ 49）
男　　　738 人（△ 20）
女　　　775 人（△ 29）
世帯　   856 世帯 （△ 3）

8 月 31 日現在
（前年同月比）

浜下れの際に魚介類採取はしてもいいの？

海では海域公園地区に指定されている場所で魚

介類採取の規制がありますが、大和村内で海域

公園地区に指定されている場所はありません。

ただし、国立公園の内外を問わず、漁業権を侵

害しないように注意しましょう。

訂正
広報やまと 7 月号（No. 252）に掲載した内
容（P. 11）を一部下記のとおり訂正いたし
ました。ご確認ください。

ワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん

第2回

いきむん採集のルールって？？

「広報やまと」をスマホに配信！

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

福
山 

俊
郎 

様
（
大
阪
府
）

金
子 

慶
太 

様
（
東
京
都
）

小
西 

明 

様
（
大
阪
府
）

富
田 

健
一
郎 

様
（
千
葉
県
）

吉
積 

功 

様
（
栃
木
県
）

吉
岡 

佑
介 

様
（
横
浜
市
）

澤
田 

博
明 

様
（
兵
庫
県
）

門
叶 

充
弘 

様
（
さ
い
た
ま
市
）

田
中 

智
彦 

様
（
神
奈
川
県
）

小
澤 

真
澄 

様
（
茨
城
県
）

西
山 

か
お
り 

様
（
千
葉
県
）

西
本 

眞
一
郎 

様
（
東
京
都
）

矢
野 

昭
彦 

様
（
山
形
県
）

小
林 

敏
成 

様
（
福
島
県
）

森
山 

俊
六 

様
（
兵
庫
県
）

黒
田 

勉 

様
（
東
京
都
）

小
田 

サ
エ 

様
（
千
葉
県
）

福
原 

輝
義 

様
（
さ
い
た
ま
市
）

石
川 

雅
信 

様
（
神
奈
川
県
）
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大
和
村

産
業
遺
産

第４回 名音 タブノキ利用

シリーズ

　

何
か
の
機
械
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
き
今
回
の
産
業
遺
産

は
、
い
っ
た
い
何
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
奄

美
の
森
は
、
シ
イ
の
木
、
カ
シ
の
木
、
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
が

多
く
を
占
め
ま
す
が
、
こ
の
タ
ブ
ノ
キ
を
利
用
し
た
線
香

の
原
料
製
造
が
名
音
山
中
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦

後
か
ら
平
成
の
初
め
ま
で
の
こ
と
で
す
。

　

線
香
の
原
料
と
な
る
木
は
、
タ
ブ
の
木
（
タ
ブ
ギ
ィ
）、

ホ
ソ
バ
タ
ブ
（
シ
ロ
タ
ブ
）、
シ
キ
ミ
（
マ
ッ
コ
ウ
ギ
）

の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
大
和
村
に
お
い
て
は
、
タ
ブ

ノ
キ
が
主
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
樹
皮
を
木
槌
で
た
た
い
て

細
か
く
チ
ッ
プ
状
に
し
て
、
ア
ン
ピ
ラ
袋
に
入
れ
て
、
出

荷
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
粉
砕
を
人
力
で
行
う
の
は

重
労
働
だ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和
40
年
代
に
水
車
式
の
粉
砕

機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
そ
の
水
車
の
一
部
で
す
。

　

山
の
上
流
か
ら
流
れ
る
滝
に
パ
イ
プ
を
つ
な
げ
水
を
引

き
、
水
車
を
回
転
さ
せ
ま
す
。
左
手
に
伸
び
た
軸
に
槌
が

並
ん
で
つ
い
て
お
り
、
水
車
が
回
る
と
上
下
に
動
き
、
鉄

製
の
桶
に
入
っ
て
い
る
タ
ブ
皮
を
粉
砕
す
る
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
タ
ブ
粉
を
粘
結
剤
と
し
て
香
木
の
粉
末

な
ど
そ
の
他
の
原
料
と
混
ぜ
て
線
香
は
作
ら
れ
ま
す
。
当

時
は
、
タ
ブ
粉
の
み
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
奄
美
に

自
生
す
る
香
り
の
よ
い
木
々
や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
使
っ
て
、

ル
ー
ム
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
と
し
て
の
お
香
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
ら
新
た
な
特
産
品
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
か
つ
て
の
産
業
が
現
代
に
新
し
い
形
で
復
活
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

参
考
資
料　

大
野
隼
夫
編　
『
奄
美
群
島
植
物
集
』


